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複数の手法を組み合わせたコクチバスの駆除

[要約] 吸引装置を用いた吸い込み法、電気ショッカーボートおよび刺網の複数の手法

を導入することにより、幅広い体サイズのコクチバスの駆除ができる。
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［背景・ねらい］

コクチバスは水産資源に甚大な被害をおよぼす侵略的外来種であり、生息個体数を抑制

するための駆除が行われている。コクチバスの駆除技術は、手法によって採捕可能な体サ

イズが異なっているため、コクチバスの生息個体数の抑制には、様々な生活段階や体サイ

ズのコクチバスを駆除できる手法が求められていた。

［成果の内容・特徴］

１ コクチバスの繁殖期には、吸引装置を用いた吸い込み法によって産卵床の卵・仔魚を

除去し、秋には電気ショッカーボートによって０才魚の駆除を行う。幼魚・成魚の駆除

は、春から秋にかけて刺網を用いて行う（図１ 。）

２ 電気ショッカーボートで採捕されるコクチバスは体長170mm以下の個体がほとんどで

あり、70mm前後の０歳魚と推測される個体が多く採捕される（図２、４ 。）

３ 刺網は３枚網の底刺網を用いる。刺網の全長は20m、外網の目合は43mm、内網の目合

は240mmである（図３ 。岸と直角になるように仕掛ける。昼間に行うと在来魚の混獲）

を減らすことができる。

から200 のコクチバス４ 刺網により採捕される個体は体長が76mm以上であり、150mm mm

が多く採捕される（図４ 。）

［成果の活用面・留意点］

１ 吸い込み法は、平成18年度新潟県農林水産業研究成果集を参照する。

２ 吸い込み法および電気ショッカーボートによる駆除は目視確認を伴う作業のため、透

明度が1.5m以上の水域に適している。

３ 電気ショッカーボートの使用は漁業関係者の同意や特別採捕許可等を得る必要があ

る。

４ コクチバスは、外来生物法の特定外来生物に指定され、飼育、保管、運搬が原則禁止

されていることから、採捕魚の取り扱いには注意が必要となる。



［具体的データ］

生活段階 卵・ふ化仔魚 ０才魚 幼魚・成魚

駆除時期 ６～７月 １０～１１月 ５～１１月

駆除方法 吸引装置 電気ショッカーボート 刺網

図１ 駆除の手順に関するイメージ

図２ 電気ショッカーボート 図３ 使用した３枚網刺網の構造

図４ 電気ショッカーボートによる採捕魚と刺網による採捕魚の体長組成の比較

○印は、０歳魚、１歳魚および２歳魚が多く含まれると推測される範囲を示す

［その他］

研究課題名： 内水面外来魚抑制管理対策事業

予 算 区 分： 国委
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